
「
フ
ロ
ツ
ク
コ
ー
ト
」
の
行
方

（Ｉ
）

英

内
田
百
閲
の

「
フ
ロ
ツ
ク
コ
ー
ト
」
翁
百
鬼
園
随
筆
』
三
笠
書
房
、
昭
８
ｏ
ｌＯ
）
は
、
『大
阪
朝
日
新
聞
』
（昭
８
ｏ
３
ｏ
ｌ９
）
の

〈日
曜
の

ペ
ー
ジ
〉
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。

こ
の
日
の

〈
日
曜
の
ペ
ー
ジ
〉
の
企
画
は
、
陸
・海
軍

（の
学
校
）
に
関
す
る
小
説
の
特
集
で
あ
る
。
先
ず
、
「青
年
将
校
精
憚
物
語
」
の
タ

イ
ト
ル
の
も
と
に
、
福
永
恭
助
の

「練
習
艦
候
補
生
室
」
と
、
桜
井
忠
温
の

「陽
気
な
少
尉
」
が
載
っ
て
い
る
。
福
永
恭
助
は
海
軍
兵
学
校
出

身
の
文
筆
家
、
桜
井
忠
温
は
陸
軍
士
官
学
校
出
身
の
文
筆
家
で
あ
る
。
編
集
意
図
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
海
軍
兵
学
校
出
身
の
福
永
に
、
海
軍
の

「青
年
将
校
」
の
物
語
を
、
陸
軍
士
官
学
校
出
身
の
桜
井
に
、
陸
軍
の

「青
年
将
校
」
の
物
語
を
依
頼
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
〈精
憚
〉
物
語
を
、
と
い
う
依
頼
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
福
永
の
描
く

「候
補
生
」
た
ち
、
桜
井
の
描
く

「少
尉
」
は
、
「青

年
」
で
あ
る
が
ゆ
え
の
〈稚
気
〉
こ
そ
持
ち
合
わ
せ
て
は
い
る
が
、
〈精
憚
〉
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
は
ほ
ど
遠
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
福
永
の

「練
習
艦
候
補
生
室
」
の
食
事
風
景
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
お
い
、
食
事
は
ち
や
ん
と
残
し
て
あ
る
だ
ら
う
な
？
」

一
七
三 行
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七
四

（中
略
）

「あ
ゝ
、
ち
や
ん
と
残
し
と
い
た
よ
。」
と
さ
つ
き
カ
ン
ー
の
お
代
り
を
し
た
候
補
生
が
お
鍋
の
蓋
を
と
つ
て
答
へ
ま
す
。

「ほ
う
れ
、
た
つ
ぶ
り
あ
る
だ
ら
う
、
カ
レ
ー
が
―
―
。」

た
つ
ぶ
り
あ
る
理
で
す
。
足
り
な
く
な
つ
た
分
は
如
才
な
く
、
お
湯
を
注
い
で
掻
き
廻
し
て
置
い
た
の
で
す
か
ら
。
（中
略
）
「よ
く
も

水
を
割
り
や
が
つ
た
な
。
さ
あ
堪
忍
な
ら
ぬ
。」

お
先
き
に
失
敬
し
た
連
中
と
こ
ゝ
に
大
立
廻
り
が
は
じ
ま
る
と
い
ふ
、
い
や
も
う
大
変
な
賑
や
か
さ
で
あ
り
ま
す
。

仲
間
意
識
、
若
さ
の
な
せ
る
悪
戯
、
乱
暴
。
ど
う
見
て
も
、
ど
た
ば
た
喜
劇
で
し
か
な
い
。
桜
井
の
作
品
の

「陽
気
な
少
尉
」
と
い
う
題
名

と
合
わ
せ
て
考
え
て
み
て
、
編
集
者
は
、
「青
年
将
校
」
の
〈滑
稽
〉
物
語
、
気
楽
に
読
め
る
面
白
い
読
み
物
を
書
い
て
ほ
し
い
、
と
い
う
依
頼

を
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
タ
イ
ト
ル
の

〈精
惇
〉
は
反
語
的
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
若
さ
丸
出
し
の
喜
劇
に

〈精
憚
〉
と
い
う
題
名

を
被
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
笑
い
が
増
幅
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

福
永
の
海
軍
の
物
語
、
桜
井
の
陸
軍
の
物
語
を
統
合
し
た
作
品
が
百
閲
の
「
フ
ロ
ツ
ク
コ
ー
ト
」
で
あ
る
、
と
言
え
よ
う
。
編
集
者
は
、
陸
・

海
軍
に
関
す
る
特
集
を
組
む
に
当
た
っ
て
、
か
つ
て
陸
軍
士
官
学
校
教
授
、
海
軍
機
関
学
校
兼
務
教
官
、
陸
軍
砲
工
学
校
教
授
で
あ
っ
た
百
閲

に
は
、
陸

・
海
軍
両
方
に
関
す
る
作
品
の
執
筆
を
懲
憑
し
た
で
あ
ろ
う
。
「
フ
ロ
ツ
ク
コ
ー
ト
」
は
、
〈士
官
学
校
と
兵
学
校
〉
の
タ
イ
ト
ル
の

も
と
に
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
本
文
に
割
り
込
ま
せ
る
形
で
、
陸
軍
士
官
学
校
正
門
と
海
軍
兵
学
校
大
講
堂
の
写
真
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

＊



「
フ
ロ
ツ
ク
コ
ー
ト
」
は

（そ
の
一
）
と

（そ
の
二
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
は
次
の
よ
う
に
書
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

大
正
五
年
十
二
月
八
日
の
夜
、
私
は
漱
石
山
房
の
泊
ま
り
番
に
あ
た
つ
て
病
篤
き
先
生
の
隣
り
の
部
屋
に
、
当
番
の
お
医
者
と
炉
を
か

こ
ん
で
、
不
眠
の
一
夜
を
明
か
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

（中
略
）

九
日
の
薄
暮
に
、
先
生
は
亡
く
な
ら
れ
た
。
門
下
の
者
が
交
替
で
、
先
生
の
看
病
を
し
た
当
番
は
、
私
ま
で
来
て
、
終
つ
た
の
で
あ
る
。

（そ
の
一
）

大
地
震
の
翌
年
の
春
、
私
は
陸
軍
士
官
学
校
か
ら
江
田
島
に
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
て
、
海
軍
兵
学
校
と
機
関
学
校
と
を
視
察
す
る
こ
と
に

な
つ
た
。

海
軍
機
関
学
校
は
地
震
の
火
事
で
焼
け
て
し
ま
ふ
ま
で
、
横
須
賀
に
あ
つ
た
の
で
、
私
は
毎
週

一
回
、
金
曜
日
に
兼
務
と
し
て
東
京
か

ら
横
須
賀
ま
で
出
か
け
て
ゐ
た
。
（そ
の
二
）

現
実
の
事
実
に
ど
れ
く
ら
い
忠
実
な
記
述
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
検
証
し
て
み
よ
う
。

先
ず
、
（そ
の
一
）。
荒
正
人
・
著
、
小
田
切
秀
雄
・
監
修

『増
補
改
訂
　
漱
石
研
究
年
表
』
（集
英
社
、
昭
５９
ｏ
６
）
の
大
正
五
年
十
二
月
八

日
と
九
日
の
一
部
を
抜
き
出
し
て
み
よ
う
。

（十
二
月
八
日
）
午
後
十
時
頃
か
ら
昏
々
と
眠
る
。
次
第
に
絶
望
の
状
態
に
陥
る
。
真
鍋
嘉

一
郎
は
、
絶
望
を
伝
え
る
。
（中
略
）
不
安

な
一
夜
を
明
か
す
。
内
田
百
閲
付
き
添
う
。
カ
ン
フ
ル
も
ほ
と
ん
ど
反
応
な
い
。

一
七
五
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六

（十
二
月
九
日
）
午
前
二
時
頃
、
真
鍋
嘉

一
郎
、
最
後
の
宣
告
を
下
し
、
知
ら
せ
る
べ
き
親
戚

・
知
人
に
通
知
せ
よ
と
云
う
。
（中
略
）

午
後
六
時
四
十
五
分
永
眠
。

（そ
の
一
）
の
書
き
起
こ
し
部
分
は
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
事
実
か
ら

一
歩
も
踏
み
だ
し
て
は
い
な
い
。
漱
石
の
病
状
か
ら
見
て
、
百
間
が

「不
眠
の
一
夜
を
明
か
し
た
」
と
い
う
の
も
事
実
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
大
状
況
、
細
部
と
も
に
現
実
の
事
実
に
忠
実
な
の
で
あ
る
。

次
に
、
（そ
の
二
）。
『百
鬼
園
日
記
帖
』
曾
一笠
書
房
、
昭
１０
ｏ
４
）
か
ら
そ
の
一
節
を
抜
き
出
し
て
み
よ
う
。

（大
正
八
年
二
月
）
七
日
。
機
関
学
校
へ
行
く
。
も
う

一
日
寝
て
ゐ
た
方
が
よ
い
と
思
ふ
の
を
少
し
無
理
し
て
起
き
た
感
が
あ
る
の
で

心
配
し
た
け
れ
ど
も
少
し
も
触
ら
な
か
つ
た
。　
一
時
二
十
分
の
汽
車
で
横
須
賀
を
帰
る
。

（大
正
八
年
二
月
）
十
四
日
金
曜
。
横
須
賀
へ
行
く
。

（そ
の
二
）
の

「毎
週

一
回
、
金
曜
に
」
横
須
賀
の
海
軍
機
関
学
校
に
行
っ
た
と
い
う
記
述
が
事
実
ど
お
り
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ

う
。
（そ
の
二
）
で
描
か
れ
る
出
来
事
と
直
接
的
に
は
関
わ
ら
な
い
デ
ィ
テ
ー
ル
に
お
い
て
、
現
実
の
事
実
を
忠
実
に
な
ぞ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
（そ
の
二
）
の
大
枠
、
「陸
軍
士
官
学
校
」
か
ら
江
田
島
に
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
た
、
と
い
う
の
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
「陸
軍
士
官
学
校
」

は
、
年
譜
的
事
実
か
ら
す
れ
ば
、
「陸
軍
砲
工
学
校
」
と
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
「
フ
ロ
ツ
ク
コ
ー
ト
」
か
ら
お
よ
そ
二
十
八
年
後
に
執
筆
し
た
「山

む
ら
さ
き
に
」
弯
け
ぶ
り
か
浪
か
』
新
潮
社
、
昭
３７
ｏ７
）
で
は
、
年
譜
的
事
実
ど
お
り
、
「陸
軍
砲
工
学
校
」
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
フ

ロ
ツ
ク
コ
ー
ト
」
執
筆
時
の
記
憶
違
い
で
は
あ
る
ま
い
。
「陸
軍
士
官
学
校
」
で
の
出
来
事
を
描
い
た
、
つ
ま
り
、
「陸
軍
士
官
学
校
」
の
教
官

で
あ
る

「私
」
を
描
い
た

（そ
の
一
）
を
受
け
て
の
記
述
で
あ
る
か
ら
、
話
を
単
純
化
す
る
た
め
に
意
識
的
に
改
変
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（そ
の
一
）、
（そ
の
二
）
の
書
き
起
こ
し
の
部
分
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
か
な
り
忠
実
に
現
実
の
事
実
に
乗
っ
か
り

な
が
ら
、
創
作
上
必
要
が
あ
れ
ば
、
自
在
に
事
実
を
改
変
し
て
い
る
、
と
。



「
フ
ロ
ツ
ク
コ
ー
ト
」
の
主
部
の
虚
実
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

先
ず
、
（そ
の
一
）
を
検
証
し
て
み
よ
う
。

そ
の
九
日
の
朝
は
、
当
時
私
の
奉
職
し
て
ゐ
た
陸
軍
士
官
学
校
の
、
第
汁
期
新
入
生
徒
入
校
式
が
あ
る
は
ず
に
な
つ
て
ゐ
た
。
さ
う
い

ふ
儀
式
の
八
釜
し
い
学
校
で
は
あ
る
し
、
ま
た
先
生
の
容
態
が

一
寸
そ
の
式
に
行
つ
て
来
る
位
の
間
な
ら
、
急
変
も
な
か
ら
う
と
云
ふ
お

医
者
の
言
葉
を
頼
み
に
し
て
、
早
稲
田
南
町
の
先
生
の
家
か
ら
、
十
分
も
か
か
ら
な
い
近
く
に
あ
る
士
官
学
校
に
出
か
け
て
行
つ
た
。

内
田
百
閲
は
、
本
当
に
、
大
正
五
年
十
二
月
九
日
の
朝
、
陸
軍
士
官
学
校
の
入
校
式
に
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「漱
石
先
生
臨
終
記
」
弯
鶴
』

三
笠
書
房
、
昭
１０
ｏ
２
）
は
、
漱
石
の
臨
終
前
後
を
描
い
た
作
品
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

大
正
五
年
の
冬
、
十
二
月
に
入
つ
て
か
ら
先
生
の
病
勢
は
危
迫
を
報
ぜ
ら
れ
た
。
門
下
の
者
が
交
替
で
、
泊
り
番
を
き
め
て
先
生
を
看

病
を
し
た
順
番
が
、
幾
度
目
か
に
私
に
廻
つ
て
、
八
日
の
夜
は
病
室
に
隣
つ
た
部
屋
の
炉
辺
に
、
不
眠
の
一
夜
を
明
か
し
た
。

（中
略
）

さ
う
し
て
、
障
子
越
し
の
硝
子
戸
の
向
う
に
、
重
苦
し
い
暁
の
色
が
射
し
て
来
た
。

お
午
過
ぎ
に
、
病
室
か
ら
慌
し
く
走
つ
て
来
る
足
音
が
し
て
、
「早
く
、
お
嬢
さ
ん
を
、
偉
屋
を
や
つ
て
、
さ
う
だ
女
子
大
学
の
女
学
校

へ
お
迎
へ
に
や
る
ん
だ
」
と
云
つ
た
。

こ
の
作
品
で
は
、
十
二
月
九
日
の

「暁
」
か
ら

「
お
午
過
ぎ
」
ま
で
の
時
間
は
空
自
で
あ
る
。
こ
の
書
か
れ
ざ
る
空
自
の
時
間
に
、
「早
稲
田

南
町
の
先
生
の
家
か
ら
、
十
分
も
か
か
ら
な
い
近
く
に
あ
る
士
官
学
校
」
の
入
校
式
に
行
っ
て
来
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
百
閲

が
、
「早
く
、
お
嬢
さ
ん
を
、
…
…
」
と
い
う
声
を
聞
い
た
の
は
、
「
お
午
過
ぎ
」
で
は
な
い
の
だ
。
十
二
月
九
日
は
土
曜
日
で
あ
る
か
ら
、
「
お

午
過
ぎ
」
に
、
漱
石
の
娘
を
迎
え
に
や
る
と
い
う
こ
と
は
、
先
ず
あ
り
え
な
い
だ
ろ
う
。
百
閲
が
、
「早
く
、
お
嬢
さ
ん
を
、
…
…
」
と
い
う
声

を
聞
い
た
の
は
、
も
っ
と
早
い
時
間
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
「早
く
、
お
嬢
さ
ん
を
、
…
。こ
の
声
は
い
つ
ご
ろ
発
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
七
七
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七
八

小
宮
豊
隆
は
、
こ
の
前
後
の
模
様
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

九
日
は
土
曜
で
あ
る
。
子
供
た
ち
の
学
校
を
ど
う
し
よ
う
か
と
、
真
鍋
に
相
談
す
る
と
、
土
曜
は
半
日
だ
か
ら
構
は
な
い
だ
ら
う
と
い

ふ
。
そ
れ
で
子
供
た
ち
は
、
み
ん
な
学
校
へ
出
さ
れ
た
。
然
し
そ
の
あ
と
で
容
態
が
ど
う
も
思
は
し
く
な
く
な
つ
た
。
午
ま
で
持
つ
か
ど

う
か
分
か
ら
な
い
と
い
ふ
の
で
、
す
ぐ
子
供
た
ち
の
所
へ
、
そ
れ
そ
れ
迎
ひ
が
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
車
が
な
か
な
か
帰
つ
て
来
な
か
つ
た
。

其
所
へ
長
女
と

一
緒
の
学
校
へ
行
つ
て
ゐ
た
二
女
の
恒
子
が
、
心
配
で
学
校
に
ゐ
る
気
が
し
な
か
つ
た
と
い
ふ
の
で
帰
つ
て
来
る
。
近
所

の
早
稲
田
小
学
へ
行
つ
て
ゐ
た
四
女
の
愛
子
も
帰
つ
て
来
る
。
す
ぐ
病
室
に
や
る
と
、
愛
子
が
い
き
な
り
、
わ
つ
と
泣
き
出
し
た
。
そ
れ

を
鏡
子
が
た
し
な
め
る
と
、
漱
石
は
眼
を
瞑
つ
た
ま
ま
、
「
い
い
よ
ノ
ヽ
、
泣
い
て
も
い
い
よ
」
と
言
つ
た
の
だ
さ
う
で
あ
る
。
長
女
の
筆

子
を
女
子
大
学
の
附
属
ま
で
迎
ひ
に
行
つ
た
車
は
、
途
中
で
転
覆
し
た
為
め
、
帰
つ
て
来
る
の
が
ひ
ど
く
遅
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
筆
子
に

怪
我
も
な
く
、
そ
の
ま
ま
そ
の
近
く
の
車
で
帰
つ
て
来
た
。
そ
の
う
ち
長
男
の
純

一
、
次
男
の
伸
六
も
帰
つ
て
来
る
。
み
ん
な
揃
つ
て
午

ご
ろ
病
室
に
這
入
つ
て
行
つ
た
。
弯
夏
目
漱
石
』
岩
波
書
店
、
昭
１３
・
７
）

小
宮
の
言
説
を
素
直
に
た
ど
れ
ば
、
子
供
た
ち
の
と
こ
ろ
へ

「迎
ひ
が
出
さ
れ
た
」
時
刻
は
、
午
前
十

一
時
頃
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ

う
。
だ
と
す
れ
ば
、
入
校
式
に
行
っ
て
き
て
、
そ
の
後
で
、
「早
く
、
お
嬢
さ
ん
を
、
…
…
」
と
い
う
声
を
聞
く
と
い
う
こ
と
は
先
ず
不
可
能
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
九
日
の
朝
、
入
校
式
に
行
っ
て
い
な
い
、
と
断
定
す
る
こ
と
は
ま
だ
出
来
な
い
。
こ
こ
で
は
、
百
間
が
、
九
日
の
午
前
十

一
時
頃
、
漱
石
山
房
に
い
た
と
い
う
こ
と
だ
け
確
認
し
て
お
こ
う
。

『増
補
改
訂
　
漱
石
研
究
年
表
』
は
、
十
二
月
九
日
の
午
前
中
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

七
時
、
子
供
た
ち

（を
）
学
校

へ
行
か
せ
る
か
ど
う
か
迷
っ
た
の
で
、
真
鍋
嘉

一
郎
に
尋
ね
る
と
、
土
曜
で
半
日
だ
か
ら
、
行
っ
て
も

よ
い
で
し
ょ
う
と
云
わ
れ
出
か
け
る
。
鏡
、
病
室
に
戻
り
、
顔
色
、
全
く
生
気
を
失
っ
て
い
る
の
で
驚
く
。
病
室
の
外
に
出
て
、
真
鍋
嘉

一
郎
に
、
「先
生
、
病
人
は
も
う
だ
め
で
ご
ざ
い
ま
す
ね
」
と
聞
く
と
、
「え
え
も
う
だ
め
で
す
」
と
答
え
る
。
中
村
是
公
に
急
報
す
る
。



内
田
百
閲
は
、
何
枚
も
電
報
頼
信
紙
に
、
危
篤
の
電
文
を
記
す
。
寺
田
寅
彦
の
代
り
に
妻
寛
子
来
る
。
十

一
時
、
食
塩
注
射
六
百
グ
ラ
ム

す
る
。

内
田
百
間
が
、
漱
石
山
房
で
、
「危
篤
の
電
文
」
を
記
し
て
い
た
の
は
何
時
頃
で
あ
ろ
う
か
。
午
前
七
時
か
ら
十

一
時
の
間
、
と
理
解
す
る
の

が
、
最
大
限
に
幅
を
持
た
せ
た
無
難
な
解
釈
で
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
下
限
の
時
刻
を
二
時
間
程
度
前
に
想
定
す
る
こ
と
は
、
『漱
石
研
究
年
表
』

の
理
解
と
し
て
許
さ
れ
る
範
囲
の
解
釈
で
は
な
か
ろ
う
か
。
午
前
九
時
頃
、
百
間
は
漱
石
山
房
に
い
た
の
だ
、
と
私
は
考
え
る
。
八
日
の

「泊

ま
り
番
」
で

「不
眠
の
一
夜
を
明
か
し
」、
引
き
続
き
漱
石
山
房
に
止
ま
り
、
午
前
九
時
頃
、
「危
篤
の
電
文
」
を
記
し
、
そ
し
て
、
午
前
十

一

時
頃
、
「早
く
、
お
嬢
さ
ん
を
、
…
…
」
の
声
を
聞
い
た
の
だ
。
つ
ま
り
、
百
閲
は
、
十
二
月
九
日
の
午
前
中
に
は
、
陸
軍
士
官
学
校
の
入
校
式

に
行
っ
て
は
い
な
い
の
だ
。

そ
も
そ
も
、
大
正
五
年
十
二
月
九
日
に
、
陸
軍
士
官
学
校
の
入
校
式
は
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『百
鬼
園
日
記
帖
』、
『続
百
鬼
園
日
記
帖
』

（三
笠
書
房
、
昭
ｎ
ｅ
２
）
の
入
校
式
関
係
の
記
事
を
見
て
み
よ
う
。

遅
く
な
つ
た
か
ら
学
校
の
一
時
か
ら
の
入
校
式
へ
車
で
行
く

（大
正
六
年
十
二
月

一
日
）

士
官
学
校
の
新
入
生
徒
の
入
校
式
。
（大
正
八
年
十
二
月

一
日
）

『百
鬼
園
日
記
帖
』
の
記
述
は
大
正
六
年
七
月
二
十
八
日
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
る
の
で
、
問
題
に
し
て
い
る
大
正
五
年
の
入
校
式
が
何
時
行

わ
れ
た
か
は
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
ま
た
、
大
正
七
年
の
記
述
は
九
月
十
五
日
で
終
わ
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
年
の
入
校
式
の
日
時
も

分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
大
正
六
年
と
八
年
に
つ
い
て
は
、
〈十
二
月

一
日
〉
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
陸
軍
士
官
学
校
の
入
校
式
は
、

毎
年
、
〈十
二
月

一
日
〉
に
行
わ
れ
て
い
た
、
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
〈朝
〉
で
は
な
く
て
、
〈午
後

一
時
〉
か
ら
。

こ
う
な
る
で
あ
ろ
う
。
大
正
五
年
の
陸
軍
士
官
学
校
の
入
校
式
は
十
二
月

一
日
の
午
後

一
時
か
ら
既
に
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
か
ら
九
日
の
午

一
七
九
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八
〇

前
中
に
そ
れ
に
行
く
こ
と
は
あ
り
え
な
い
、
九
日
の
午
前
中
は
ず
っ
と
漱
石
山
房
に
い
た
の
だ
、
と
。

「病
篤
き
」
漱
石
を
後
に
し
て
、
十
二
月
九
日
の
朝
、
陸
軍
士
官
学
校
の
入
校
式
に
行
っ
た
と
い
う
、
（そ
の
一
）
の
枠
組
み
は
、
完
壁
な
虚

構
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
（そ
の
二
）
を
検
証
し
て
み
よ
う
。

一
体
、
軍
隊
の
学
校
は
ど
こ
で
も
出
入
り
が
八
釜
し
く
て
、　
一
一
門
番
が
控
へ
て
ゐ
る
。
初
め
て
這
入
つ
て
行
く
も
の
は
、
自
分
の
身

分
や
用
件
を
い
は
な
け
れ
ば
、
通
し
て
く
れ
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
私
は
承
知
し
て
ゐ
る
か
ら
、
今
日
も
旅
先
と
雖
も
フ
ロ
ツ

ク
コ
ー
ト
に
山
高
帽
子
で
威
容
を
整
へ
、
正
門
か
ら
名
乗
り
を
上
げ
て
乗
り
込
む
覚
悟
で
ゐ
た
と
こ
ろ
が
、
船
の
著
い
た
の
は
、
塵
芥
捨

て
場
の
や
う
な
石
垣
の
間
な
の
で
あ
る
。

こ
の
文
章
は
論
理
的
に
運
ば
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
〈
フ
ロ
ツ
ク
コ
ー
ト
に
山
高
帽
子
〉
の
出
で
立
ち
に
必
然
性
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。

「軍
隊
の
学
校
」
で
は

「出
入
り
」
が
厳
重
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
「身
分
や
用
件
」
を
言
い
さ
え
す
れ
ば
、
門
番
は
通
し
て
く
れ
る
の
で
あ

る
。
〈
フ
ロ
ツ
ク
コ
ー
ト
〉
・
〈山
高
帽
子
〉
を
着
用
し
な
く
て
も
、
「身
分
や
用
件
」
を
言
い
さ
え
す
れ
ば
通
れ
る
の
で
あ
る
。
東
京
か
ら
邊
々
、

〈
フ
ロ
ツ
ク
コ
ー
ト
〉
・
〈山
高
帽
子
〉
を
着
用

（あ
る
い
は
、
携
帯
）
し
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
必
然
性
は
ど
こ
に
も
な
い
の
だ
。
「表
向
き
の

名
目
」
が
ど
う
で
あ
れ
、
「去
年
の
夏
ま
で
同
僚
だ
つ
た
先
生
方
に
も
あ
ひ
、
ま
た
そ
れ
ま
で
教
へ
て
ゐ
た
生
徒
達
の
顔
も
見
た
か
つ
た
」
と
い
っ

た
私
的
な
訪
間
に
、
〈
フ
ロ
ツ
ク
コ
ー
ト
に
山
高
帽
子
〉
と
い
う
厳
め
し
い
出
で
立
ち
で
や
っ
て
来
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。

（大
正
八
年
二
月
二
日
）
明
日
士
官
学
校
の
新
し
い
校
長
に
伺
候
式
と
い
ふ
の
が
あ
る
由
、
フ
ロ
ツ
ク
コ
ー
ト
が
質
に
入
つ
て
ゐ
て
出

せ
な
い
か
ら
曾
根
の
を
借
り
る
事
に
し
て
、
し
か
し
私
が
行
つ
て
ゐ
て
は
又
時
間
を
つ
ぶ
す
故
町
子
を
や
る
。
「
百
鬼
園
日
記
帖
し

（大
正
八
年
五
月
六
日
）
八
日
の
フ
ロ
ツ
ク
コ
ー
ト
を
ど
う
し
よ
う
か
と
思
つ
た
。
質
を
出
す
十
八
円
の
分
別
が
な
か
つ
た
。
九
日
の



横
須
賀
へ
行
く
旅
費
の
あ
て
も
な
か
つ
た
。
（同
）

大
正
八
年
の
時
点
で
、
百
閲
の
貧
窮
は
こ
こ
ま
で
来
て
い
た
の
で
あ
る
。
百
閲
の

〈
フ
ロ
ツ
ク
コ
ー
ト
〉
は
、
質
に
入
っ
て
い
る
の
が
常
態

で
あ
っ
た
の
だ
。
「大
地
震
」
後
、
海
軍
機
関
学
校
が
江
田
島
に
移
っ
た
こ
と
で
、
「兼
務
は
ひ
と
り
で
に
お
止
め
に
な
つ
た
」。
「地
震
の
為
に

月
月
八
十
五
円
を
奪
は
れ
た
の
で
あ
る
。
後
が
う
ま
く
行
く
筈
が
な
い
。
忽
ち
そ
の
結
果
が
現
は
れ
て
行
き
詰
ま
り
、
面
白
く
な
い
事
に
な
つ

た
」
翁
山
む
ら
さ
き
に
し

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
に
、
〈
フ
ロ
ツ
ク
コ
ー
ト
〉
が
百
閲
の
手
元
に
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
〈
フ
ロ
ツ

ク
コ
ー
ト
〉
を
要
し
な
い
旅
の
た
め
に
、
「質
を
出
す
」
金
の
工
面
に
奔
走
す
る
は
ず
が
な
い
。

江
田
島
の
兵
学
校
で
転
ぶ
話
を
内
包
す
る
作
品
は
、
「
フ
ロ
ツ
ク
コ
ー
ト
」
の
他
に
も
あ
る
。
「門
衛
」
翁
凸
凹
道
〓
二
笠
書
房
、
昭
１０
ｏｌＯ
）、

「山
む
ら
さ
き
に
」、
「
ノ
コ
リ
ノ
コ
ら
ず
」
弯
日
没
閉
門
』
新
潮
社
、
昭
４６
ｏ
４
）
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
〈
フ
ロ
ツ
ク
コ
ー
ト
に
山
高
帽
子
〉

で
出
掛
け
た
、
と
書
い
て
い
る
作
品
は
ひ
と
つ
も
な
い
。
〈
ア
ロ
ツ
ク
ュ
ー
ト
に
山
高
帽
子
〉
が
事
実
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
ど

れ
か
で
は
、
そ
の
こ
と
に
触
れ
る
で
あ
ろ
う
。

内
田
百
閲
は
、
江
田
島
へ
の
出
張
に
は
、
〈
フ
ロ
ツ
ク
コ
ー
ト
に
山
高
帽
子
〉
で
行
っ
て
は
い
な
い
。
以
上
の
推
察
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
に
断

定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（そ
の
二
）
の

「私
」
を
象
徴
す
る
出
で
立
ち
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（そ
の
一
）
の
主
部
の
枠
組
み
、
（そ
の
一
こ

の
主
部
の
生
命
線
、
ど
ち
ら
も
虚
構
で
あ
る
。
（そ
の
こ
、
（そ
の
二
）
の
主
部
で
描
か
れ
て

い
る
他
の
事
柄
も
事
実
と
し
て
読
む
必
要
は
ま
っ
た
く
な
い
。
作
品
の
導
入
部
、
つ
ま
り
、
（そ
の
一
）
の
書
き
起
こ
し
の
部
分
こ
そ
、
現
実
の

事
実
を
な
ぞ
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
は
、
虚
構
を
駆
使
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

＊
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八
二

（そ
の
一
）
の

「私
」
は
厳
め
し
さ
を
強
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
陸
軍
士
官
学
校
の
体
制
に
よ
っ
て
、
〈
フ
ロ
ツ
ク
コ
ー
ト
〉
に

〈山
高

帽
子
〉
の
出
で
立
ち
を
強
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
生
徒
の
硬
直
に
よ
っ
て
、
「厳
粛
な
る
歩
み
」
を
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

入
口
か
ら
教
壇
に
向
か
ふ
通
路
の
両
側
に
、
気
を
つ
け
を
喰
つ
た
生
徒
達
は
石
の
如
く
硬
直
し
、
何
年
来
さ
う
し
て
起
つ
て
ゐ
る
か
の

様
に
、
静
ま
り
返
つ
て
ゐ
た
。

生
徒
達
は
、
自
ら
自
ら
と
真
と
も
を
向
い
て
、
何
処
を
眺
め
て
ゐ
る
の
だ
か
解
ら
な
い
け
れ
ど
、
何
か
知
ら

一
点
を
、
気
絶
す
る
一
寸

前
の
如
く
に
見
据
ゑ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

あ
た
か
も
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
る
か
の
よ
う
な
異
常
な
こ
わ
ば
り
。
生
徒
の
こ
の
こ
わ
ば
り
が

「私
」
に

「厳
粛
な
る
歩
み
」
を
強
い
て
い
る
の

で
あ
る
。
硬
直
し
た
生
徒
と
の
釣
り
合
い
を
保
つ
た
め
に
、
心
な
ら
ず
も
、
陸
軍
士
官
学
校
の
教
官
と
い
う
役
割
を
遂
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「静
静
と
教
壇
に
向
か
つ
て
行
つ
た
」、
「厳
粛
な
る
歩
み
を
進
め
た
」、
「そ
の
前
を
す
ま
し
て
通
り
過
ぎ
」
―
―
「私
」
は
ロ
ボ
ッ
ト
の
歩
み
を

進
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

厳
め
し
い
服
装
で
の

「厳
粛
な
る
歩
み
」
が
、
仰
向
け
に
引
っ
繰
り
返
る
と
い
う
失
策
の
お
か
し
さ
を
増
幅
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
し
か
し
、
作
者
は
、
失
策
の
お
か
し
さ
を
増
幅
さ
せ
る
た
め
に
、
「私
」
に

「厳
粛
な
る
歩
み
」
を
さ
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
「私
」

に

「厳
粛
な
る
歩
み
」
を
さ
せ
て
い
る
も
の
は
、
状
況

（士
官
学
校
の
体
質
）
な
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
読
め
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の

だ
。
仰
向
け
に
引
っ
繰
り
返
ら
せ
る
た
め
に
、
厳
め
し
く
歩
ま
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
表
現
の
生
理

（笑
い
の
表
出
と
い
う
ね
ら
い
）
に

よ
っ
て
引

っ
繰
り
返
ら
さ
れ
た
の
で
も
な
い
。
「私
」
が
作
者
の
操
り
人
形
に
堕
し
て
い
な
い
自
然
性
が

（そ
の
一
）
に
は
あ
る
の
だ
。
状
況
か

ら
強
制
さ
れ
た

（わ
ざ
と
ら
し
さ
の
な
い
）、
硬
直
し
た

「厳
粛
な
る
歩
み
」
の
後
の
転
倒
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
自
然
な
お
か
し
さ
が
表
出
さ
れ



て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
拍
子
に
、
昨
夜
か
ら
の
、　
一
睡
も
し
な
か
つ
た
悲
痛
な
気
持
を
、
ど
う
な
り
か
う
な
り
人
前
だ
け
包
ん
で
ゐ
た
薄
皮
が

破
れ
て
、
何
だ
か
わ
け
も
解
ら
ず
、
わ
あ
つ
と
泣
き
出
し
さ
う
な
滅
茶
苦
茶
な
気
持
に
な
り
か
け
た
と
こ
ろ
を
、
や
つ
と
我
慢
し
て
起
き

上
が
つ
て
見
た
ら
、
前
列
の
端
の
生
徒
の
足
も
と
に
、
変
な
黒
い
も
の
が
転
が
つ
て
ゐ
る
の
が
私
の
山
高
帽
子
で
あ
る
。

「
フ
ロ
ツ
ク
コ
ー
ト
」
は
漱
石
の
回
想
記
で
は
な
い
。
コ

睡
も
し
な
か
つ
た
悲
痛
な
気
持
」
の
た
め
に
転
倒
し
た
、
と
い
う
意
味
付
け
は
さ

れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
十
二
月
九
日
の
午
前
中
の
出
来
事
と
い
う
虚
構
は
、
転
倒
に
よ
る
動
転
の
激
し
さ
を
仮
構
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
「不
眠
の
一
夜
を
明
か
し
た
」
後
、
「先
生
の
容
態
が

一
寸
そ
の
式
に
行
つ
て
来
る
位
の
間
な
ら
、
急
変
も
な
か
ら
う
と
云
ふ

お
医
者
の
言
葉
を
頼
み
に
し
て
」
や
っ
て
来
た
入
校
式
。
不
安
で
落
ち
着
か
な
い
切
迫
し
た
状
況
が
転
倒
に
よ
る
動
転
の
激
し
さ
を
引
き
起
こ

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「何
だ
か
わ
け
も
解
ら
ず
、
わ
あ
つ
と
泣
き
出
し
さ
う
な
滅
茶
苦
茶
な
気
持
」
を
伴
う
ほ
ど
の

「私
」
の
失
策
は
い
か
に
遇
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
生
徒
た
ち
は
、
「丸
で
何
事
も
な
か
つ
た
や
う
に
澄
ま
し
返
つ
て
、
つ
つ
ぱ
ら
か
つ
た
ま
ま
、
く
す
り
と
も
い
は
な
い
」
の
で
あ
る
。

笑
わ
な
い
生
徒
た
ち
の
存
在
に
よ
っ
て
、
「私
」
の
恥
ず
か
し
さ
は
増
幅
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
威
厳
を
損
な
う
無
様
な
失
策
、
「し
く
じ
り

の
引
込
み
が
つ
か
な
い
」
無
様
さ
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
（そ
の
一
）
の
テ
ー
マ
は

「私
」
の
無
様
さ
に
置
か
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
「私
」
の
格
好
の
悪
さ
が
内
包
し
て
い
る
お
か
し
さ

が
テ
ー
マ
で
あ
ろ
う
か
。

「私
」
は

「病
篤
き
先
生
」
の
側
に
寄
り
添
っ
て
い
た
い
の
だ
。
し
か
し
、
藁
に
も
す
が
る
思
い
で
、
コ

寸
そ
の
式
に
行
つ
て
来
る
位
の
間

な
ら
、
急
変
も
な
か
ら
う
」
と
い
う
医
者
の
言
葉
を
頼
み
に
し
て
、
側
を
離
れ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
「さ
う
い
ふ

儀
式
の
八
釜
し
い
学
校
」
で
は
、
入
校
式
に
出
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
陸
軍
士
官
学
校
の
体
質
が
「私
」
を
「病
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篤
き
先
生
」
の
側
か
ら
引
き
離
し
た
の
だ
、
と
言
え
よ
う
。

軍
隊
で
は
、
廊
下
は
野
天
と
心
得
る
の
だ
さ
う
で
、
荀
も
一
歩
部
屋
を
出
る
時
に
は
威
容
を
と
と
の
へ
る
た
め
に
、
必
ず
帽
子
を
か
ぶ

つ
て
歩
く
の
で
あ
る
。

「廊
下
は
野
天
と
心
得
る
」
と
い
う
規
則
は
、
「軍
隊
」
に
お
け
る
単
な
る
約
束
事
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
空
疎
な
規
則
で
し
か
な
い
の
だ
。

生
徒
の
い
る
教
室
に
入
れ
ば
脱
い
で
置
い
て
お
く
だ
け
の
〈山
高
帽
子
〉
を
空
疎
な
規
則
の
た
め
に
被
っ
て
歩
く
の
で
あ
る
。
「荀
も

一
歩
～
必

ず
」、
例
外
を

一
切
許
さ
な
い
硬
直
し
た
有
り
様
で
、
そ
の
空
疎
な
規
則
が
絶
対
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
〈
フ
ロ
ツ
ク
コ
ー
ト
〉
に

〈山
高

帽
子
〉
の
出
で
立
ち
は
、
そ
も
そ
も
、
教
官
が
教
室
で
教
え
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
は
な
い
。
物
々
し
さ
を
至
上
価
値
と
す
る
頑
迷
固
匝
な

体
質
が
あ
る
の
だ
。
教
官
に
厳
め
し
い
服
装
を
さ
せ
る
こ
と
で
権
威
を
持
た
せ
て
生
徒
を
威
圧
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
厳
然
た
る
上

下
関
係
を
生
徒
に
押
し
つ
け
、
絶
対
的
な
服
従
を
生
徒
に
強
い
る
、
そ
れ
が
陸
軍
士
官
学
校
の
体
質
な
の
で
あ
る
。
さ
り
げ
な
い
言
い
回
し
の

な
か
で
、
陸
軍
士
官
学
校
の
権
威
主
義
、
形
式
主
義
を
表
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「私
」
は
陸
軍
士
官
学
校
の
教
官
で
は
あ
る
が
、
硬
直
し
た
権
威
主
義
、
形
式
主
義
に
陥
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
「
さ
う
い
ふ
儀
式
の
八

釜
し
い
学
校
で
は
あ
る
し
」、
「廊
下
は
野
天
と
心
得
る
の
だ
さ
う
で
」
と
い
う
言
い
回
し
に
は
、
陸
軍
士
官
学
校
の
権
威
主
義
、
形
式
主
義
へ

の
違
和
感
、
嫌
悪
感
が
表
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
陸
軍
士
官
学
校
の
体
質
を
、
御
大
層
な
方
針
で
、
御
苦
労
な
こ
と
に
も
勿
体
振
っ
て
、

と
皮
肉
り
、
自
己
を
部
外
者
、
傍
観
者
の
位
置
に
置
い
て
い
る
の
だ
。
「私
」
が
教
室
に
近
付
い
た
だ
け
で
、
「当
番
の
生
徒
が
烈
し
い
声
を
出

し
て
、
気
を
つ
け
の
号
令
を
か
け
た
」
の
で
あ
る
。
生
徒
は
異
常
な
ま
で
に
完
壁
に
規
律
を
守
り
、
物
々
し
い
の
だ
。
「私
」
は
傍
観
者
の
立
場

で
、
「そ
の
教
室
に
近
づ
い
た
だ
け
で
、
あ
わ
て
な
く
と
も
よ
さ
さ
う
な
も
の
だ
け
れ
ど
」、
と
距
離
を
置
い
て
見
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ｌ
気
を
つ
け
を
喰
つ
」
て
硬
直
し
て
い
る
生
徒
た
ち
の
前
で
、
「
フ
ロ
ツ
ク
コ
ー
ト
の
裾
を
散
ら
か
し
た
ま
ま
」、
〈山
高
帽
子
〉
を
飛
ば
し
て

仰
向
け
に
引
っ
繰
り
返
っ
た
の
で
あ
る
。
「前
列
の
端
の
生
徒
の
足
も
と
」
に
転
が
っ
て
い
る
帽
子
を
生
徒
は
拾
っ
て
く
れ
よ
う
と
も
し
な
い
し
、



「私
」
が
近
付
い
て
行
っ
て
も
、
生
徒
は

「見
向
き
も
し
な
い
」
の
で
あ
る
。
「気
を
つ
け
の
号
令
」
に
忠
実
に
従
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
異
常

な
ま
で
の
忠
実
さ
は
精
神
の
硬
直
に
等
し
い
の
だ
。
ど
ん
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、
命
令
の
遵
守
が
至
上
な
の
だ
。
命
令

（規
則
）
ど
お
り
に
し

か
動
か
な
い
硬
直
し
た
没
主
体
性
。
陸
軍
士
官
学
校
の
命
令

（規
則
）
至
上
主
義
は
、
生
徒
の
自
由
意
志
を
失
わ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ

２つ
。

彼
等
は
、
丸
で
何
事
も
な
か
つ
た
や
う
に
澄
ま
し
返
つ
て
、
つ
つ
ぱ
ら
か
つ
た
ま
ま
、
く
す
り
と
も
い
は
な
い
。

厳
め
し
い
出
で
立
ち
で

「厳
粛
な
る
歩
み
」
を
進
め
て
い
た
教
官
が
仰
向
け
に
引
っ
繰
り
返
る
図
は
お
か
し
い
で
あ
ろ
う
。
他
人
の
失
策
を

見
て
笑
う
こ
と
は
良
く
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
倫
理
的
判
断
に
先
立
っ
て
笑
っ
て
し
ま
う
の
が
人
間
と
し
て
の
自
然
な
反

応
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（そ
の
一
）
は
、
次
の
よ
う
な
後
日
諄
で
締
め
括
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

私
は
入
校
式
当
日
の
こ
と
を
思
ひ
出
し
て
、　
一
体
、
あ
あ
い
ふ
時
に
、
笑
ひ
も
し
な
け
れ
ば
、
自
分
の
足
も
と
に
転
が
つ
て
ゐ
る
山
高

帽
子
を
拾
つ
て
も
く
れ
な
い
。
現
に
見
て
ゐ
る
く
せ
に
、
丸
つ
き
り
知
ら
ぬ
顔
を
し
て
ゐ
る
ん
だ
か
ら
、
こ
ち
ら
は
、
し
く
じ
り
の
引
込

み
が
つ
か
な
い
。
将
校
生
徒
と
い
ふ
も
の
は
、
恐
ろ
し
く
素
つ
気
な
い
も
の
だ
ね
、
と
い
つ
た
ら
、
そ
の
生
徒
は
、
お
汁
粉
を
頬
張
つ
て

ゐ
た
箸
を
止
め
て
、
私
を
正
視
し
な
が
ら
い
つ
た
。
「私
共
は
、
他
人
の
失
敗
を
見
て
笑
ふ
の
は
、
い
け
な
い
こ
と
だ
と
教
は
つ
て
を
り
ま

す
」

笑
っ
て
は
い
け
な
い
、
と
教
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
笑
わ
な
か
っ
た
の
だ
、
と
生
徒
は
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
教
え
を
守
っ
た
ま
で
だ
、
命

令
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
忠
実
に
遂
行
し
た
た
け
だ
、
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
笑
っ
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
教
え

（命
令
）

を
守
る
こ
と
は
至
難
の
業
で
あ
ろ
う
。
笑
っ
て
は
い
け
な
い
、
と
言
わ
れ
れ
ば
、
余
計
に
お
か
し
く
な
る
、
と
い
う
の
が
人
情
と
い
う
も
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
陸
軍
士
官
学
校
の
生
徒
は
そ
の
よ
う
な
人
情
を
超
越
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
教
え

（命
令
・規
則
）
を
完
壁
に
守
る
訓
練
は
、
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自
然
な
反
応
を
自
己
に
禁
ず
る
訓
練
で
も
あ
る
の
だ
。
自
然
な
反
応
を
自
己
に
禁
じ
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
よ
う
な
陸
軍
士
官
学
校
の
生
徒
。

（そ
の
一
）
は
、
「私
」
の
失
策
を
鏡
に
し
て
、
陸
軍
士
官
学
校
の
権
威
主
義
、
形
式
主
義
を
映
し
だ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
生
徒
の
言
動
で

締
め
括
っ
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
だ
。
主
題
は
陸
軍
士
官
学
校
の
硬
直
し
た
不
気
味
さ
へ
の
皮
肉
で
あ
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
・
ュ
ー
モ
ア
な
の
だ
。

こ
の
よ
う
な
作
品
の
背
後
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
陸
軍
、
陸
軍
士
官
学
校
に
批
判
的
で
あ
り
、
嫌
悪
感
を
抱
い
て
い
た
百
間
が
い
る

の
で
あ
る
。
『百
鬼
園
日
記
帖
』
か
ら
、
陸
軍
士
官
学
校
へ
の
嫌
悪
感

・
反
発
が
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
二
、
三
抜
き
出
し
て
み
よ
う
。

早
く
む
に
や
む
に
や
が
や
め
た
い
。
「む
に
や
」
と
い
ふ
言
葉
と
字
面
が
ど
ん
な
に
私
の
胸
を
わ
る
く
す
る
か
知
れ
な
い
。
日
記
な
ど
書

く
時
に
、
も
う
面
倒
で
仕
方
が
な
い
か
ら

「学
校
へ
行
く
」
と
書
く
け
れ
ど
も

「学
校
」
と
い
ふ
字
で

「む
に
や
む
に
や
」
を
表
は
す
の

は
何
と
も
云
へ
な
い
む
に
や
む
に
や
で
あ
る
。
「む
に
や
む
に
や
」
は
考
へ
た
丈
で
も
厭
だ
。
こ
の
、
言
葉
の
汚
れ
か
ら
免
れ
る
為
丈
で
も

早
く
止
め
て
し
ま
ひ
度
い
。
（大
正
六
年
十
二
月
五
日
午
過
）

正
午
過
士
官
学
校
で
新
校
長
の
伺
候
式
と
云
ふ
む
に
や
む
に
や
な
式
が
あ
つ
た
。
少
少
療
に
も
さ
は
る
か
ら
ス
ト
ー
ブ
の
傍
で
、
ま
る

で
む
に
や
む
に
や
の
関
係
ぢ
や
な
い
か
。
校
長
の
方
が
新
米
な
の
だ
か
ら
向
う
で
挨
拶
に
来
た
ら
よ
か
ら
う
と
云
つ
て
や
つ
た
ら
さ
う
は

行
か
な
い
。
む
に
や
む
に
や
で
は
む
に
や
む
に
や
は
駄
目
だ
、
な
ど
と
云
ふ
心
配
さ
う
な
声
が
二
声
三
声
し
た
。
（大
正
八
年
二
月
二
日
）

俸
給
の
辞
令
を
今
朝
渡
す
か
ら
フ
ロ
ツ
ク
コ
ー
ト
を
著
て
来
い
と
云
ふ
。
い
つ
も
の
事
だ
け
れ
ど
も
馬
鹿
馬
鹿
し
い
。
む
に
や
む
に
や

む
に
や
む
に
や
な
考
を
持
つ
て
ゐ
る
か
ら
そ
ん
な
事
を
平
気
で
云
ふ
の
だ
ら
う
。
（大
正
八
年
七
月
十
八
日
）

日
記
を

『百
鬼
園
日
記
帖
』
と
し
て
出
版
す
る
時
、
煩
わ
し
い
こ
と
が
起
こ
る
か
も
知
れ
な
い
箇
所
を

「む
に
や
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
伏

せ
た
の
で
あ
る
。
陸
軍
士
官
学
校
に
対
す
る
嫌
悪
・反
発
の
根
底
に
は
、
陸
軍
に
対
す
る
生
理
的
と
も
い
え
る
嫌
悪
感
が
あ
っ
た
の
だ
。
「も
と



も
と
陸
軍
と
云
ふ
も
の
は
大
き
ら
ひ
だ
つ
た
」
翁
海
老
茶
式
部
」、
『馬
は
丸
顔
』
朝
日
新
聞
社
、
昭
４０
。
１０
）
の
で
あ
る
。
生
理
的
嫌
悪
が
根

底
に
あ
る
批
判

・
反
発
で
あ
る
か
ら
強
烈
な
の
で
あ
る
。
陸
軍
士
官
学
校
の
権
威
主
義

・
形
式
主
義
を
批
判
し
、
嫌
悪
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

＊

（そ
の
二
）
は
、
軍
人
の
学
校
で
、
〈
フ
ロ
ツ
ク
コ
ー
ト
〉
に

〈山
高
帽
子
〉
と
い
う
出
で
立
ち
で
派
手
に
転
倒
す
る
と
い
う
点
で
、
（そ
の

一
）
と
相
似
形
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
テ
ー
マ
に
お
い
て
も
重
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
機
関
学
校
の
視
察
と
い
ふ
の
は
、
勿
論
表
向
き
の
名
日
で
、
実
は
去
年
の
夏
ま
で
同
僚
だ
つ
た
先
生
方
に
も
あ
ひ
、
ま
た
そ
れ
ま

で
教
へ
て
ゐ
た
生
徒
達
の
顔
も
見
た
か
つ
た
の
で
あ
る
。

「私
」
は
、
視
察
を
命
じ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の

「名
目
」
を
形
骸
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
命
じ
ら
れ
た
重
要
任
務
を
遂
行
し
て

い
る
の
だ
、
と
思
い
込
む
よ
う
な
硬
直
し
た
精
神
の
持
ち
主
で
は
な
い
。
こ
の
柔
軟
な
心
は
海
軍
兵
学
校
を
ど
の
よ
う
に
映
し
出
す
の
で
あ
ろ

う
か
。

そ
れ
に
し
て
も
山
高
帽
子
は
後
ろ
に
飛
び
、
両
手
の
手
の
平
は
す
り
む
い
て
ゐ
る
位
だ
か
ら
、
玄
関
の
受
附
に
人
が
ゐ
た
ら
、
顔
ぐ
ら

ゐ
は
覗
け
さ
う
な
も
の
だ
と
思
つ
た
。

（中
略
）

私
は
玄
関
を
上
が
つ
て
、
受
附
を
の
ぞ
い
て
見
た
。
す
る
と
中
に
は
、
矢
つ
張
り
人
は
ゐ
た
の
で
あ
る
。

玄
関
に
来
た
人
に
、
「来
意
」
を
言
わ
せ
て
、
そ
れ
に
適
切
に
対
処
す
る
の
が
受
付
の
職
務
で
あ
る
。
「私
」
が

「来
意
を
告
げ
る
」
と
、
受

付
は
き
ち
ん
と

「私
」
を
三
階
に
案
内
す
る
の
で
あ
る
。
玄
関
の
受
付
は
滑
稽
な
ま
で
に
職
務
に
忠
実
な
の
だ
。
自
分
に
課
さ
れ
た
職
務
し
か

一
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し
な
い
と
い
う
意
味
で
。
ロ
ボ
ッ
ト
に
等
し
い
の
だ
。
日
の
前
で
人
が
転
ん
だ
音
が
す
れ
ば
、
「顔
ぐ
ら
ゐ
」
は
出
す
の
が
人
間
の
自
然
な
反
応

で
あ
ろ
う
。
受
付
は
、
「私
」
を
三
階
に
案
内
は
す
る
が
、　
一
目
瞭
然
の
、
「血
が
に
じ
み
出
し
て
」、
コ
一銭
銅
貨
よ
り
も
つ
と
大
き
く
真
赤
に

な
つ
」
て
い
る
傷
に
つ
い
て
は
何
の
反
応
も
示
さ
な
い
の
で
あ
る
。
自
然
な
反
応
を
喪
失
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
よ
う
な
受
付
を
描
き
出
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
「私
」
が
転
ぶ
と
こ
ろ
を
見
た
の
に
、
笑
い
も
し
な
け
れ
ば
、
手
助
け
し
よ
う
と
も
し
な
い
水
兵
の
存
在
も
描
か
れ
て
い
る
。
海
軍

兵
学
校
も
硬
直
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
（そ
の
二
）
の
テ
ー
マ
は
兵
学
校
の
硬
直
に
置
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
も
そ
も
、
「私
」
は
、
「去
年
の
夏
ま
で
同
僚
だ
つ
た
先
生
方
に
も
あ
ひ
、
ま
た
そ
れ
ま
で
教
へ
て
ゐ
た
生
徒
達
の
顔
も
見
た
か
つ
た
」
か

ら
江
田
島
ま
で
や
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
（そ
の
一
）
の

「私
」
が
、
「病
篤
き
先
生
」
の
側
を
離
れ
た
く
な
い
の
に
、
「さ
う
い
ふ
儀
式
の
八
釜

し
い
学
校
」
で
あ
る
た
め
、
止
む
な
く
、
い
わ
ば
反
感
を
持
っ
て
出
校
し
た
の
と
は
わ
け
が
違
う
の
で
あ
る
。
（そ
の
二
）
の

「私
」
は
親
愛
感

を
持
っ
て
江
田
島
に
来
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「私
」
の
背
後
に
は
、
海
軍
機
関
学
校
に
親
愛
感
を
抱
い
て
い
た
百
間
が
い
る
の
だ
。

さ
う
云
ふ
人
達
の
物
腰
に
は
、
き
ち
ん
と
し
た
規
律
の
裡
に
何
か
し
ら
人
を
親
し
ま
せ
る
も
の
が
あ
つ
て
、
そ
れ
が
私
な
ど
の
様
な
部

外
の
素
人
に
は
、
海
軍
と
云
ふ
も
の
の
一
つ
の
味
は
ひ
で
あ
る
様
に
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
翁
海
軍
機
関
学
校
今
昔
」、
『随
筆
新
雨
』
小

山
書
店
、
昭
１２
ｏ
・０
）

た
だ
私
は
永
年
の
間
教
師
を
し
て
、
い
く
つ
か
の
学
校
に
関
係
し
た
が
、
そ
の
中
で
機
関
学
校
が

一
番
好
き
で
あ
る
。
（中
略
）
い
い
心

持
ち
で
い
つ
迄
も
行
つ
て
ゐ
よ
う
と
思
つ
て
ゐ
る
の
に
大
地
震
が
起
こ
つ
て
、
そ
の
好
き
な
学
校
へ
行
か
れ
な
く
な
つ
た
。

だ
か
ら
つ
い
江
田
島
だ
の
、
新
舞
鶴
だ
の
、
そ
ん
な
遠
く
ま
で
行
つ
て
見
る
気
に
な
る
の
だ
ら
う
。
「
山
む
ら
さ
き
に
し

「海
軍
機
関
学
校
今
昔
」、
「山
む
ら
さ
き
に
」
も
、
「
フ
ロ
ツ
ク
コ
ー
ト
」
と
同
じ
く
百
間
の
作
品
で
あ
る
。
し
か
し
、
虚
構
化
の
度
合
い
は

同
じ
で
は
な
い
。
前
者
は
い
わ
ゆ
る
随
筆
で
あ
り
、
後
者
は
小
説
的
な
作
品
で
あ
る
。
「海
軍
機
関
学
校
今
昔
」、
「山
む
ら
さ
き
に
」
に
描
か
れ



て
い
る
海
軍
機
関
学
校

へ
の
親
愛
感
は
百
閲
の
真
情
で
あ
る
。
（そ
の
二
）
の
「私
」
に
は
、
百
閲
の
こ
の
よ
う
な
親
愛
感
が
投
射
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
海
軍
機
関
学
校
が
同
居
し
て
い
る
海
軍
兵
学
校
へ
の
出
張
を
描
い
た
作
品
に
お
い
て
、
兵
学
校
の
硬
直
が
主
題
に
な
ら
な
い
所
以

で
あ
る
。私

は
宮
島
か
ら
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
を
仕
立
て
て
江
田
島
に
向
か
つ
た
。
ど
う
い
ふ
料
簡
で
、
そ
ん
な
馬
鹿
な
こ
と
を
し
た
の
だ
か
解

ら
な
い
。

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
で
な
い
行
き
方
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
必
然
性
は
ど
こ
に
も
な
い
の
で
あ
る
。状
況
か
ら
強
制
さ
れ
て
も
い
な
い
の
に
、

気
紛
れ
に
、
そ
の
行
き
方
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
「恐
ろ
し
く
高
い
料
金
を
取
ら
れ
」、
お
ま
け
に
、
「何
度
ひ
つ
く
り
返
り
さ
う
に

な
つ
た
か
知
れ
な
い
」
と
い
う
危
機
に
遭
遇
し
、
挙
げ
旬
の
果
て
に
、
「塵
芥
捨
て
場
の
や
う
な
石
垣
の
間
」
に
着
く
の
だ
。
必
然
性
の
な
い
こ

と
を
気
紛
れ
に
し
た
挙
げ
旬
に
無
様
な
失
敗
を
す
る
、
こ
れ
が

（そ
の
三
）
の

「私
」
の
行
動
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

門
番
に

「身
分
や
用
件
」
を
言
い
さ
え
す
れ
ば
通
し
て
も
ら
え
る
の
に
、
「
フ
ロ
ツ
ク
コ
ー
ト
に
山
高
帽
子
で
威
容
を
整
へ
」
る
の
で
あ
る
。

厳
め
し
い
出
で
立
ち
は
、
状
況
か
ら
強
制
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
て
、
「私
」
の
気
紛
れ
の
産
物
な
の
で
あ
る
。
表
現
主
体
の
手
の
内
は
次
の
よ

う
に
解
説
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
「塵
芥
捨
て
場
の
や
う
な
石
垣
の
間
」
か
ら
上
が
り
、
「
の
そ
の
そ
と
勝
手
を
知
ら
な
い
庭
を
歩
」
く

「私
」
を

描
く
た
め
に
、
「私
」
に
厳
め
し
い
出
で
立
ち
を
さ
せ
て
い
る
の
だ
。
「私
」
の
無
様
さ
を
強
調
す
る
た
め
に
、
「私
」
に

「威
容
を
整
へ
」
さ
せ

て
い
る
の
で
あ
る
。
落
差
の
大
き
さ
に
よ
る
笑
い
を
ね
ら
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

私
が
、
う
な
づ
い
て
歩
き
出
す
と
、
水
兵
は
敬
礼
を
し
た
。
さ
う
し
て
、
私
は
威
張
つ
た
ま
ま
の
歩
調
で
、
教
は
つ
た
通
り
に
行
く
と
、

広
い
芝
生
の
向
う
に
、
大
き
な
白
い
石
造
の
建
物
が
見
え
出
し
た
。
廃
墟
の
や
う
な
東
京
か
ら
出
て
来
て
眺
め
た
目
に
は
、
丸
で
お
伽
噺

の
国
の
殿
堂
の
や
う
に
思
は
れ
た
。
そ
の
建
物
の
壮
美
な
感
じ
が
私
に
乗
り
移
つ
て
、
私
は
益
偉
い
や
う
な
心
持
に
な
り
、
人
つ
子

一
人

ゐ
な
い
静
ま
り
返
つ
た
広
場
を
闊
歩
し
て
、
堂
堂
た
る
玄
関
に
か
か
り
、　
一
足
踏
み
入
れ
た
時
に
、
私
は
ば
た
ん
と
俯
伏
せ
に
倒
れ
て
、
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花
同
石
の
踏
段
で
顎
を
打
つ
た
。

「私
」
が

「威
張
つ
た
ま
ま
の
歩
調
」
で
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
理
由
は
ど
こ
に
も
な
い
。
転
ぶ

「私
」
を
描
き
、
そ
の
お
か
し
さ
を
強
調

す
る
た
め
に
、
「私
」
は

「威
張
つ
た
ま
ま
の
歩
調
」
で
歩
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「私
」
は
、
落
差
の
力
学
、
テ
ー
マ
で
あ
る
笑
い
の
た

め
に
、
「威
張
つ
た
ま
ま
の
歩
調
」
で
歩
か
さ
れ
た
り
、
転
ば
さ
れ
た
り
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
作
者
の
手
の
内
が
透
け
て
見
え
る
の
で
あ
る
。

「私
」
は
作
者
の
操
り
人
形
に
堕
し
て
い
る
の
だ
。

「私
」
が
や
っ
て
来
た
の
は
日
曜
日
で
あ
っ
た
、
と
い
う
落
ち
ま
で
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
受
付
の
「気
の
毒
さ
う
な
顔
」

を
書
き
添
え
て
、
「私
」
の
間
抜
け
さ
を
強
調
す
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
。

柄
に
も
な
く
気
紛
れ
に
厳
め
し
く
振
る
舞
っ
た
た
め
に
お
か
し
た
失
敗
の
お
か
し
さ
、
「私
」
が
ど
じ
を
踏
む
お
か
し
さ
、
「私
」
の
独
り
相

撲
の
お
か
し
さ
、
こ
れ
が

（そ
の
二
）
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。
軽
く
、
明
る
い
笑
い
で
あ
る
。


